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上ではほとんど言及されることもなく、その氏名のみが知られる存在であった。詳しい経歴も不明であった横川である 、本稿では幾つかの史料を比較参照するこで、横川玄悦なる人が確かに算術 手がけていたと共に その本職は武蔵国忍藩に仕えていた藩医であったことを示す。当時の数学者が残した記録と、忍藩に残された記録を相互対照すること 、この事実 明らかにすることが本稿 主題である。　
横川玄悦なる人物の経歴を知ることで、関孝和が登場する以 の和算家に関する
情報は増える。特に、横川がどのような学者・ 識人 ネットワーク 中にいて活動し、 後世にどのような影響を与え のか。 そのような評価も可能 な はずであ 。　
以下の本文では、横川玄悦に関する既 の情報を整理し、和算家・横川につい















































横川の門人に星野助右衞門 実宣）がいたこと 以上が述べられ 。　
関流の和算家の間に流布した系譜の情報 この茶話 一節が根拠になってい



















































































































































































































































































































































































































たことと阿部豊後守（ 「豊州牧」は豊後守 比定され、これは忍藩主阿部氏 受領名と一致する）に仕えているという情報が、まさに忍藩医横川玄悦の情報と符合する。　
この情報の一致を以て、和算家と忍藩医の横川玄悦が同一人物である証拠と見

























































































































の内容についてはほとんど触れることが無かった。そもそも、数学に関する彼の自著や草稿の類が後世に残されていない以上、それ 語 ことは不可能ある。従って、その門人たちに伝えられた 覚しき数学 内容から 横川の数学を想像するより方途は無い。　
既に述べたとおり、横川の門人たちは福岡藩に拠を据え、横川流を名乗って幕
末まで継承された。福岡藩にそれを伝えた二代目の星野実宣と三代目の竹田定直の数学を基準とすれば、横川 数学もある程度想定できるであろう。一言でまめると、彼らが重視し 数学は『算学啓蒙』の内容であっ 。横川・星野 経歴の中には必ずこの書が言及され、竹田の編纂書にもやはり言及されている　
一三世紀の元代に編纂され 数学書である『算学啓蒙』が、江戸時代の日本人















































 星野の事績については、 『明治前日本数 史』第一巻、三 五―三 一頁を参照。
（６）
 「国絵図」とは、幕府が各地の大名に命じて自領の地図を作成させ 国単位ごとに製図して献上させたものである。一七世紀の間に、幕府は四回ほど国絵図作製の命を下している。川村博忠『江戸幕府撰国絵図の研究』 （古今書院、一九八四） 、同『国絵図』 （吉川弘文館、一九九〇年）を参照。
（７）
 日本学士院所蔵 遠藤利貞著『机前玉屑』巻 より抄録。同史料は『明治前日本数学史』第一巻、三五五頁に本文が収録されている。
（８）
 日本学士院所蔵、 『横川流免状写 より引用。
（９）
 福岡県『福岡県史資料』第 輯（福岡県、昭和十年刊） 、二四四頁を参照。
（
10）
 『算法根源記』の跋文は以下の通りである。 （電気通信大学所蔵本を参照した。 ）
　　　
 夫算数為芸其任重矣昔黄帝時大夫隷首創此芸継而周公著九章至漢甄鸞註周髀戦国則魏有劉徽譔海島其後以数芸鳴于世者不可勝算焉皆無不為尊尚矣蓋思之算数之於世上自王公下至於庶人而一日不可闕者也到于其至妙則雖日月運行鬼神幽微晋不能遁之予所知佐藤利左右衞門尉雖官吏無暇嗜此芸而生平工夫切也師隅田氏江雲学之江雲亦予旧知也終得其妙而江雲甚許容焉誠養雛成大鶴栽子作高松者乎或時持算書一帙来曰授学徒難 法術積成冊矣熟見之難算法術顕其根源悉其枝葉本朝希世之書也初学之士或雖不能悉通暁詢師会術意者通変 窮乎嗚呼志於数芸者親炙此人者庶幾其不差乎寛文第六丙午林鐘横川氏心庵子跋焉
（
11）
 学習院大学史料館所蔵、奥州棚倉藩主阿部家文書内『藩士先祖書・親類 （附録共） 』 ［文書番号：一〇五五／七冊目／マイクロフィルム番号：四―五］を参照。
（
12）
















































 ｢ 先君［阿部正武］ノ疾急ニ見ユレドモ、横川某玄悦一人ナラデハ、診脈スル者モナク、先君モ亦脈ノ宜シカラヌヲ見セラルゝコトヲ忌ミ給フ意アリ サレドモ某 ［乗附為春］ 余リニ心苦 ク、 ［宝永元年］ 九月十四日 押シテ診脈ヲ請ヒケレバ、手ヲ出シ給フ故、審カニ診脈セ ニ 快復ハ決シテアルマジク見エケルユエ 此ノ事三沢 吉左衛門・家老］ニ告ゲテ云ヒケルハ 今日迄 横川ヲ始トシテ、ヨシヨシトノミ上言シテ置ケリ。某ガ見ル所ヲモ上言 ヨト云ヒケレバ、 沢ヒソカニ当君［阿部正喬］ニ上言シタル ヤ、此ノ夕某ヲ召 、横川ト同ジク 先君ノ病用一切執リ計ラヘ。ト命ジ給フ。





















以算学措之其間自此之後算学者家流益多宋朝封乎古今尤精算学者六十六人以贈公伯子男然尚其他精此術者亦不［可］一二遂数至康節邵子大闡明数学以発古今未発之蘊前脩所謂三代而下数学 精有康節者不亦宜乎而古今言数術者既皆以能通九数為其極何也数術之起本以在 也周公明九章 ［之］ 術以垂于後世嗣是而纂述者紛 ［乎叵］殫陳矣如劉向九章重差劉祐九章雑 文甄鸞九章算 劉徽九章算 楊淑九九算術李淳風九章訳註張峻九章推図宋泉 九経術疏秦九詔数学九章皆所以発明此術也元大徳年中韓国有朱世傑者固善算 深通九数順天地自然之数始発明天元正負之術［以］為後来学数者之準則可謂隷首之功臣也古謂学［在四夷］者［果］不然乎本邦振古言数者亦多就中三善氏小槻氏世為朝廷之算学博士掌教［其］術以故彼二氏為本邦数術者家之最世降道衰而来其法亦廃弛焉至近世則治教溢寰海百廃倶興人文大開群英輩出以 術鳴世者亦多然能暁正負之術者未 有也寛文之間洛陽有横川玄悦者亦号心庵以鴻術 業回起之余暇深志於数学也有年焉一日見算学啓蒙以自嘉於心窮深研精索隠闡幽始暁天元正負之術実為
　
本邦算学者家之祖矣自後廃医業而






人然造其堂嚌其胾者幾希矣粤吾 良友竹田定直俊兄及高畠敬徳井手伊房福山義敏並精敏而得面命提耳益亦有年一旦恍然得伝其術之潭奥星野氏嘗右志于著一書 発明九数之新意而鞅掌公事而不果其宿志遂以其事属之四秀才曰予開其端四子其成予志於茲四子能敬師命相並同志各以頴異 資出辟之材用力於此書也久而著述終切殺青已就益
　
本邦古来言数者未有該括靡遺條分縷折若斯之備且晰者其興起後学垂範

















 福岡県立図書館寄託分の史料については、 竹田文庫研究会編 『竹田文庫仮目録』 （私家版、二〇〇六 に目録化されている。
（
23）
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共通教育部総合文化部会
The Introduction of Traditional Japanese Mathematician, Gen’etsu Yokokawa
Ken’ichi Sato
Abstract
   This paper introduces a traditional Japanese mathematician, Gen’etsu Yokokawa (17th  century), 
who researched ancient Chinese mathematics referring Suamsue Quimeng (1299). Hitherto we 
recognized this mathematician as a contemporary of famous mathematician Takakazu Seki  
(? -1708), although the author introduces Yokokawa was a doctor hired by Abe Lord of Osi clan in 
Musashi Province.
